

日　時：平成23年1月21日(金)　14:00開会
場　所：宇城市役所　新館　１階　第２会議室
１．開会
・事務局より挨拶

２．会長挨拶
・協議会会長より挨拶
３．宇城市地域公共交通総合連携計画(素案)について
[中央コンサルタンツ㈱より説明] ⇒資料１、資料２、資料３
・宇城市の現況
・アンケート調査結果の報告

・公共交通に関する課題点

・計画の基本的な方針
[委員からの意見要旨]

(内田補佐)
・公共交通への補助金額の県負担額がグラフと違うがどちらが正しいのか。
・元々交通空白地域に路線バスは走っていなかったのか。また、交通空白地域の道路はバスが走れるのか。
⇒(事務局)

・補助金額は誤りがあるので修正する。
・交通空白地域に路線バスが走っていたことはない。
⇒(佐藤委員　宇城市土木部長)

・交通空白地域の道路はバスの規格によるが走ることは可能。
(杉野委員　社団法人熊本県タクシー協会事務局長)

・アンケート調査で交通空白地域からはどのような意見がでてきているのか。
⇒(事務局)

・今後、各地域からどのような意見がでているか詳細な分析を行いたい。
(渡邊委員　宇城市健康福祉部長)
・路線バスを利用しない理由はなにか。自家用車の保有以外に理由はなかったか。
⇒(事務局)

・最も大きい理由はやはり自家用車の保有がある。
・その他ではダイヤ設定が利用実態に即していない、バス停が利用しにくいなどが意見として上がっている。

(合志主事)

・高齢者の通院手段には病院の送迎サービスもあるが、病院の送迎サービスについて調査はしていないのか。

⇒(事務局)

・病院の送迎サービスは把握していない。地域の詳細な分析を行う際に把握したい。


(渡邊委員　宇城市健康福祉部長)

・病院の送迎サービスがあれば高齢者の通院目的に対応できるのではないか。

・病院の送迎サービスはどうやって導入するのか。

⇒(嘉村専門官　九州運輸局熊本運輸支局)

・送迎が無料であり運営が病院の負担ならば許可などは必要ない。

・既存のバス路線と競合する場合は営業ナンバーをとってほしいのが本音。

・補助金を出して無料バスが拡大すれば、安全性を確保して運行を成り立たせるバス事業やタクシー事業の本質から離れていく。
４．国に提出する事後評価(案)について
[事務局より説明] ⇒資料４

[委員からの意見要旨]

(貢委員　全九州産業交通労働組合)

・資料には具体的な計画が書かれていないがこの状況で国費を要求するのか。
・路線が廃止されると仕事がなくなることになる。
・補助金は熊本県内では一番ましなレベルであり、キロ単価も安い。

(山本専門官　九州運輸局熊本運輸支局)

・制度が廃止され新しい制度が開始される。今の状態では従来の３年間の予算がでるかは不明。

・事後評価の内容は予定ではなく具体的に記入して欲しい。総合評価の枠内も記入する。
⇒(事務局)

・事後評価は指摘の通り修正し提出したい。
・バス路線については生活利便性の確保として路線が必要と考えており、住民ニーズに沿った形で再編を考えたい。
(嘉村専門官　九州運輸局熊本運輸支局)

・今は基本方針が網羅的になっている。まずは住民ニーズを詳細に把握しないと方針が定まらないのではないか。

⇒(事務局)

・市民アンケート調査とヒアリング調査を基に住民ニーズの把握をして計画する方針である
・詳細な住民ニーズ、移動実態については来年度以降の計画事業で地域を絞って把握し、交通空白地域への対策を検討したい。

・宇城市の交通空白地域すべてに対応策を講じることは難しいので、地域を絞って住民のニーズを把握し、できれば住民主導で事業を進めたい。

５．今後のスケジュールについて
[事務局から説明]

・２月中旬　交通再編分科会　事業内容の決定等

ＪＲ三角線活性化分科会　事業内容の決定等

・２月下旬　宇城市公共交通連携協議会　パブリックコメントにかける計画(素案)の承認等

パブリックコメントの実施(21日間の予定)

・３月中旬　宇城市公共交通連携協議会　連携計画についての承認等

[委員からの意見要旨]

(貢委員　全九州産業交通労働組合)

・ＪＲ三角線活性化分科会の参加メンバーは？
⇒(事務局)

ＪＲ三角線活性化分科会の構成は以下の通り

・宇城市(土木部、福祉部、教育委員会)

・バス事業者(産交バス(株)、九州産交バス(株)、熊本バス(株))、
・バス協会、タクシー協会

・河川国道事務所

・県土木部

・港湾委員会

・住民代表

・橋本准教授(熊本高専)

(上野委員　産交バス(株))

・事業の実施時期はいつごろを考えているのか。

⇒(事務局)

・補助の状況が不透明なため４月から事業を進めることは難しい。
・補助が無くとも宇城市として社会実験等に対応していきたい。
(貢委員　全九州産業交通労働組合)

・２月中旬の分科会で具体的案を検討し、２月下旬の協議会で承認し、３月中旬にパブリックコメントの結果を踏まえた連携計画の修正版を決めるという流れでよいか
⇒(事務局)

・確認のあった流れで今後進めていく。
６．閉会
【資料】

・資料１　宇城市地域公共交通総合連携計画

・資料２　公共交通についての市民アンケート調査報告書

・資料３　宇城市の公共交通に関する課題

・資料４　事後評価


【出席者】
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備考 出欠

1 宇城市 1 自治体 古川　明生 企画部長

会長

2 宇城市 1 自治体 佐藤　増雄 土木部長

3 宇城市 1 自治体 高橋　正博 健康福祉部長

4 宇城市教育委員会 1 自治体 川﨑　誠 教育部長

欠席

5 九州産交㈱ 2 交通事業者 村山　幸一 輸送企画課係長

代理

梅本孝文

6 産交バス㈱ 2 交通事業者 上野　弘揮 営業企画部部長

同席

立川敏行

7 熊本バス㈱ 2 交通事業者 河地　信明 管理課長

8 ㈱シークルーズ 2 交通事業者 瀬﨑　公介 常務取締役

欠席

9 九州旅客鉄道㈱熊本支社 2 交通事業者 木原　良介 副支社長

欠席

10社団法人熊本県バス協会 2 交通事業者 新居　唯一 事務局次長

11社団法人熊本県タクシー協会 2 交通事業者 杉野　勝典 事務局長

12熊本バス労働組合 2 交通事業者 上野　晶 書記長

13全九州産業交通労働組合 2 交通事業者 貢　博之 書記長

14熊本河川国道事務所 2 道路管理者 坂元　靖秀 調査第二課長

代理

米田英樹

15熊本県宇城地域振興局土木部 2 道路管理者 西川　裕 土木部長

16熊本県土木部港湾課 2 港湾管理者 八永　誠 課長補佐

17宇城警察署 3 公安委員会 渡邉　禎 交通第一課長

18地域住民代表 3 住民代表 上本　洋一 三角町代表嘱託員

監事）代理

梅田正行

19地域住民代表 3 住民代表 倉岡　將美 不知火町代表嘱託員

監事

20地域住民代表 3 住民代表 河野　一彦 松橋町代表嘱託員

21地域住民代表 3 住民代表 奥村　紀隆 小川町代表嘱託員

代理

中川忠義

22地域住民代表 3 住民代表 古田　誠隆 豊野町代表嘱託員

副会長

23宇城市観光物産協会 3 学識経験等 荒川　益次郎 会長

24熊本県宇城地域振興局 3 学識経験等 古森　美津代 総務振興課長

25熊本県企画振興部交通対策総室 3 学識経験等 横井　淳一 政策審議員

26九州運輸局熊本運輸支局 －

オブザーバー

山本　正直 首席運輸企画専門官

27九州運輸局熊本運輸支局 －

オブザーバー

嘉村　英夫 首席運輸企画専門官

28

九州運輸局熊本運輸支局（三角庁舎）

－

オブザーバー

宇都宮　博文 首席運輸企画専門官

企画課 事務局
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